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聖学院大学総合研究所 
【子どもの人格形成と絵本】研究プロジェクト
子どもの育ちと絵本研修会
「子どもの育ちと絵本２ 
─声の森からことばへ─」
共催： 上尾市教育委員会（子どもの読書活動支援セ
ンター）、聖学院大学総合図書館　　　　　　
実施結果──アンケート集計結果の概要
　ブックスタート期にある子どもをもつ保護者対
象に、「子どもの育ちと絵本 ２ ─声の森からことば
へ」というテーマで絵本研修会が開催された。ま
た保護者対象ということで、児童学科のボランティ
ア学生を中心にボランティアスタッフによる託児
所を開設して、保護者のみなさまに安心して受講
いただいた本学ならではの研修会であった。
実施結果──アンケート集計結果の概要
日時　2013年 7 月25日㈭10：30 ～ 11：40
場所　聖学院大学エルピスホール
　　　（託児室2108教室）
─プログラム─
開会の挨拶
　司会　こども心理学科教授　中村磐男
　開会挨拶および連絡　上尾図書館長　嶋田 一徳
■講師 1 　聖学院大学学長　阿久戸 光晴
　「子どもの心にそっと寄り添う～お母さんたちへ
のメッセージ～」
休憩時間
■講師 ２ 　児童学科准教授　寺﨑 恵子
　「絵本にあそびが生まれるとき」
■図書館利用案内
　閉会挨拶および連絡
【結果の概要】
・参加者は38名。内、アンケート回答者13名。
・講演について、講演 1 、 ２ 、ともに「大変参考
になった」という意見が 100％と高い評価を得た。
・意見として、「ますます絵本に興味を持持った。
もっとお話がききたい」
　「定期的に絵本の勉強会を開催して欲しい」「と
ても参考になった」など。
1.　プロフィール
年齢
40代
23％
30代
47％
20代
15％50代
15％
性別
女
100%
＊ 回答者の年齢は、30代が最も多く47％、次の40
代20％となった。
　性別は、100％女性。
主婦
69%
その他
23%
職業
カウンセラー
8%
＊職業別では、「主婦」が69％と最も多かった。
総合研究所 News
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　「その他」の内容として、「補助教諭」「図書館勤
務」。
２.　参加の動機
参加の動機
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＊ 参加の動機は、「みどり幼稚園からの案内を見て」
「上尾図書館で案内を見て」が多かった。
　「その他」の内容は、「『絵本サロン』に参加して
知った」。
３.　講演 1 「子どもの心にそっと寄り添う
　─お母さんたちへのメッセージ」について
講演１について
大変参考
になった
100%
■意見
・子どもたちの読み聞かせをしているときの目が
大好きで、よみきかせのボランティアを続けて
います。子どもたちにとってよい絵本を選べる
力をつけていきたいと思いました。
・具体的なえほんを提示して下さい。
　とてもわかりやすい心にしみるお話を拝聴でき
感動いたしました。ありがとございました。
４.　講演 2 「絵本に遊びが生れるとき」について
講演２について
大変参考
になった
100%
■意見
・『もこ　もこもこ』も『だるまさんが』も大好き
な絵本です。自宅で子どもと一緒に読みました
が、これからも小学生の子と一緒に楽しんで行
こうと思いました。
・特にブックスタート期の子どもと本の関わりに
ついて、何故子どもが絵本を喜ぶのかという疑
問の答えがひとつ得れたような気がします。
５.　今後の講演会・研修会についての希望
・会場が（もし可能であれば）相談させていただ
いて市内公民館で開催させていただいても…と
思っております。保護者さんの移動が難しいで
しょうか？今日はとてもいい講座でした。この
くらいの人数でゆったりと行なうのも良いのか
なとも思います。また連携させていただければ
と思います。
・ますます絵本に興味を持ち、絵本の持つ力を知
りました。もっといろいろお話を伺いたいと思
いました。ありがとうございました。
・子どもの発達についてや、心理など、子どもに
ついての講演会などがありましたら、参加させ
ていただきたいと思います。
・定期的にこの絵本の勉強会が開催されるとうれ
しいです。
・色々な絵本の紹介講演があると嬉しいと思いま
す。
・ぜひ、またこのような機会がありましたら参加
させていただきたいと思います。他にも、子ど
もの心理学や、子育て方法などの研修会などが
あれば、参加してみたいと思います。
・またこのような講演会がありましたら、是非参
加したいです。ありがとうございました。
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６.　お気づきの点・感想
・保護者が多くて、すばらしいと思います。
・とても参考になりました。 1 冊ずつの絵本につ
いてのお話は具体的でとても良かったです。
・子どもの預かりがあって、参加しやすく大変参
考になりました。
　両先生方のお話をじっくり聞くことができまし
た。ありがとうございました。
・忙しい中での読み聞かせは義務的に感じること
もありましたが、一緒に絵本を楽しむというこ
とを思い出しました。遊び心を持って子どもと
共に楽しむ大切な時間にしていきたいと思いま
す。
・本日の日程がちょうど小学生が休みに入った日
でした。出来ましたら、子どもが学校へ行って
る日や時間ですと、より参加しやすくなります
とても興味深いお話で、もっと長い時間で聞か
せていただければと思いました。また次回の講
演を楽しみにしております。本日はありがとう
ございました。
・定期的にこのような研修会があるとよいと思い
ました。
・本日は、とても参考になりました。絵本選びは
勿論、ふだんの子育て、子どもに対する考え方
見方など、改めて考えることがありました。ま
た第二回も期待しています。
・わかりやすく面白かったです。いろいろ興味深
かったので、またやって下さい。
